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未来を、地域をデザインする宮城大学
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将来像の実現に向けた
具体的内容 改革の背景

構想中資料

少子化の進行

社会の高度化・多様化

国際競争力の低下

資産配分の必要性

社会・学習者のニーズの多様化

研究力の向上・地域課題への対応

大学に求められる機能：高度に、かつ多様に大きく変容

我が国：社会の動向

大学の機能分化
大学選択の基準が変容

興味／適性／生きがい

宮城大学 MIYAGI UNIVERSITY

これからの社会 求められる人材・能力・職種

社会課題・地域課題に

対応（課題探究・解決）する専門性

AI／テクノロジーで代替されない

創造性・人間性
AI／テクノロジーの

爆発的進化と普及

少子高齢化・エネルギー等に伴う

社会課題／地域課題
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デザイン創学群(仮称)の設置構想 （入学定員60名）

学群学類の改編 「３学群６学類」から「４学群４学類」へ

副専攻プログラムの新設

未来をデザインにて創る新たな学びの場

事業構想学群・食産業学群を１学群１学類へ：学びの多様性

明確な地域人材ニーズへ迅速かつ柔軟に対応

看護学群

構想中資料

看護学類

事業構想学群
事業プランニング学類

地域創生学類

価値創造デザイン学類

食産業学群 生物生産学類

フードマネジメント学類

主専攻(⾼度実学実践⼒の涵養) 全学副専攻(地域人材ニーズへの即呼応)×

改革のポイント将来像の実現に向けた
具体的内容

現在の学びの構造
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看護学群

事業構想学群

食産業学群

デザイン創学群
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2028年改革後の学びの構造

看護学類

事業構想学類

食産業学類

デザイン創学類
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構想中資料

宮城大学 MIYAGI UNIVERSITY

Transd i sc ip l i na ry Des ign and Innova t ion Stud ies

デザイン創学群
仮称・設置構想中

D E S O U

2028年4月開設予定

育成型入試

入学定員

60名

総合型選抜55名

一般選抜(後期)5名

「選ばれる場」だけでなく
「確かめ合う場」へ

問いを育て、学びを広げ、社会へつなげる４年間

Ⅰ
問いを

見つける

残りの92/124単位は自由選択。
自分だけの成長地図をデザインします。

Ⅱ
視野を
広げる

Ⅲ
学びを
深める

Ⅳ
形にして
伝える

必修「デザイン創学Ⅰ-Ⅳ」軸に、
自らの関心から問いを立て、学びを組み立てる

身近な違和感
や関心から、
自分の問いを

つくる

分野を超えて
学び、

問いを広げる

知識・技術・
経験を結び、
考えを深める

探究の成果を
まとめ、

社会に向けて
提示する

カリキュラム(４年間の学び) 醸成型キャリアデザイン
社会と関わりながら学び・進路・将来像を

時間をかけて育てる仕組み

社会人と
共に学び、
社会への
理解を深める

※「帰国生徒」「社会人」「私費外国人留
学生」の若干名は「総合型選抜」の募集人
員に含みます。

卒業後も
学びと
キャリアを
支える

大学の中だけで終わらない学び。
企業・地域と一緒に学ぶ

どんな未来につながるの？

企業・自治体等
で課題に取り組む

01 02 03
新しい事業や
サービスを生み出す

大学院等で
探究を深める

まだ名前のない未来へ。デザインにて、創る。
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【必修科目】
カウンセリングと教育的⽀援、⾷⽂化論、シビックエンゲー
ジメント実践、地域フィールドワーク

【選択科目】
関連科目の中から9単位以上を選択

【課題等】 遠隔授業(座学・グループワーク)環境の整備（キャンパスを跨いだオンライン授業）

看護学群 事業構想学群 食産業学群
主専攻

【必修科目】
グリーンインフラGX概論、⽣産環境保全学

【選択科目】
環境学概論、農村計画、⽣産環境科学、森林科学、環境緑地
計画、水⽂と水理、都市計画、農業農村振興論、地域環境論、
材料学、⼟壌肥料学、地理情報分析，⽣活環境⼯学、環境経
済学、都市空間計画論、測量

グリーンインフラGX
プログラム

【テーマ】 環境・⽣態系や、都市・農村・森
林の社会インフラ基盤の知識をもとに、新たな
社会デザインを描く素養を持った人材の育成

【テーマ】 学⽣が地域社会に入り込み、自ら
課題を発⾒・分析し、解決策を構想・実⾏する
プロセスを体系的に学ぶことで、「地域に根ざ
し、世界に開かれた知の拠点」を体現し、主体
的に地域コミュニティに関わる人材の育成

• フィールドは宮城県
全域︕

• 地域のステークホル
ダーと連携した
フィールドスタディ

副専攻①

デザイン創学群

コミュニティオーナーシップ
プログラム

副専攻②

以下から6科目（12単位）以上を選択
【主要科目】アントレ基礎、デザイン創学演習(課題創出)
【重要科目】イノベーションデザイン、コミュニケーション
デザイン
【関連科目】サービスデザイン、ビジネスデザイン、スター
トアップ経営論、ソーシャルデザイン、ファイナンス、社会
シミュレーション、ソーシャルキャピタル、デザインマネジ
メント、アプリケーションデザイン

【テーマ】 不確実性の⾼い社会において、自
らの使命（ミッション）を起点に、課題を再定
義し、価値を創造・実装するプロセスを実践的
に学ぶことで、持続的に新しい問いと解決策を
⽣み出せる人材の育成

アントレプレナーシップ
プログラム

副専攻③

• 予測不可能なこの社
会への向き合うマイ
ンドと、乗り越える
スキル

副専攻 副専攻 副専攻 副専攻

副専攻プログラムの概要
構想中資料

将来像の実現に向けた
具体的内容



DESIGN

QUESTION.
IS A

MYU




